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WB 1:1000-1:2000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:50-1:200,ICC 1:50-1:200,FC 1:20-1:100

Calculated MW: 111 kDa ; Observed MW: 110 kDa
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	ピリミジン塩基の分解に関与する。ウラシルとチミンの還元を触媒する。また、化学療法薬である5-フルオロウラシルの分解にも関与する。
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	HeLa 細胞溶解物中の DPYD 発現のウェスタン ブロット分析。

